
Ⅷ.飼料給与
～乾物摂取量を高めるために～



1.給 与の基本

第一胃 (ルーメン)内発酵を安定させる

O配 合飼料
‐ ~ ‐ ・‐

O正 油粕 (こうば しい香 りと塩味)

O魚 粕 (強烈な臭い :慣 らしが必要)

○糖密 (甘い香 りと味)

ルーメン内では、常に膨大な微生物が炭水化物やタンパク質の発酵、分解を行っており、そこには他

の栄養素 (ミネラルや脂肪等)も 関ってきて微妙ながランスの上に成‐り立っています。このシステムは

非常にデリケートなもの
|で

あら、遺帝在を保うととが来暑崇あキ」角鶏素|1享t年の採食量を高め産乳能力

を向上させる重要な技術となります。

(1)飼 槽を空にしない             . ‐ ■

飼料をいつまでも食べられる状態にするためには以下の条件が重要です。|‐ ■

① 絶 対量を確保す.る(次の給与時まである程度の

② ま めに掃き寄せをする。          |

(2)朝一番にル■|メンマットをき―|ちんと作ろ|

夜間は採食量ふ少なiのヽでt‐ルニ'ラ|し卜がィ、

(3)唾液の分泌が曇11「|ぅな||‐バ1藉与する
濃厚飼料は、ルァメン内で急激に発酵して胃内暉 が急1儡下します。従ぅ|て、朝一番ヤ1限らず常にお

食事ごとに、決っして空っ腹に濃厚飼料が入るということがない様にします。また、粗飼料はルーメン

マットを形成するという働きとともに、唾液の分泌を促し濃厚飼料によるp耳の低下を防ぐという重要

な機能を持っています。

| ■
| ■

‐
‐| |  | ‐  ‐  |  ‐

‐
       ‐ |  | |

れ` 略1嫡|を急変さをない      |

唐突に飼料が変わると、胃の中の微生物が慣れるのに約2週間かかると言われています。サイレージ

等詳]:「荷「「ドIllT'1?‐ず―響讐ヤF7Fザηか
|    ‐ ‐ ■ | ‐ | ■| | | ‐ ‐ | |    ‐ |  ‐   | ‐

1 1 1   ‐ ‐  ‐

‐ ・‐ | |  | | | ■| |‐|‐|‐  ‐ |■‐| |       ‐

Oフ スマ (味がよい、サイレージにつきやすい)

○オレンジパルプ (甘い香 りと味)



2.:日 の飼料給与例

以下に示すものは、あ くまでも一つの例です。現実にはそれぞれの農場によって作業形態や労働力等

が大きく異なりますので、それぞれの経営に合った中でこれまで述べてきたことを組み合わせて独自の

体系を作る必要があ ります。

時刻

入舎

向
上
［
丁
脚
上
錦
丁

・食い残 しのサイレージを掃き寄

せ、その上にふ りかけ飼料をか

けて食い込ます。その後、サイ

レージ、濃厚飼料を給与する。

・搾茅L前に掃き寄せを行う。

・掃き寄せた後、濃厚飼料を給与

して食い込ませる。

・濃厚飼料を特別な牛に給与する。

サイレージを給与する。少 しお

いて濃厚飼料を給与する。

サイレージを掃き寄せ、更に濃

厚飼料を給与する。

。できれば飼槽の掃き寄せ、特別

な牛に濃厚飼料を給与する。

・サイレージを飼槽に並べる

。サイレージで牛を呼び込む

昼夜放牧 と同様

入 舎

濃厚飼料給与

以下舎飼期と同じ

5 :00

12:00

昼休み
―

13:00

昼夜放牧

牛を入れる (昨晩掃き寄

せたサイレージを食べさ

せる)。一通り食べたこ

とを見届けて濃厚飼料を

給与する。

・掃 き寄せてきちんと食べ

させてから放牧に出す。

・飼槽の掃除

・入 舎

・濃厚飼料給与

・サイレージを掃き寄せ、

濃厚飼料を給与 し食い込

ませた後放牧に出す。

・サイレージを掃き寄せて

おく。

昼のみ放牧

・舎飼期と同様

16

17

茜
丁
］上
撃
『上
型



放牧地やパ ドックに牛を出したからといって、必ずしも牛が腹一杯食べているとは限 りません。特に、
夜間の放牧ではほとんど食べていないと思った方が間違いは少なくなります。従って、例え放牧期であ
っても放牧地の状態がとても良い、または、パ ドックでしっかりと食べさせているということがない限
り牛舎内で粗飼料をしっかりと食べさせることが必要です。

放牧地やパ ドックで、正確にどれだけ食べているのか把握するのは困難です。そのため、牛の状態や

行動、採食スピー ドを把握することが重要です。ただ し、牛舎内のサイレージに食い残 しが出るからと

いって、必ず しもそれが放牧地で十分に食べていることにはつながりません。粗飼料の品質が良くなけ

れば、牛は例え腹八分目であっても食いは止まります。ですから、放牧期であっても牛舎内でのサイレー

ジの採食量を向上させる様な工夫が常に必要 となります。

十分に食べさせてから放牧、パ ドックに出す

放牧草は必ずしも十分食べているとは限らないと同時に、栄養的にも、バランス的にも決して優れて

いる飼料とはいえない部分があります。特に、タンパク質が多く、エネルギーとのパランスが悪いため

無駄になりやすい傾向にあります。そこで、放牧に出す前にゆっくりとエネルギー (VFA)を 供給し

てくれる様な飼料を食べさせると良いのですが、そのためには、ルーメンの中にしっかりとマットが出

来ていなければなりません。そこで、放牧に出す前にやはり牛舎の中で十分に粗飼料を食い込まして、

合わせて濃厚飼料も給与する必要があります。

また、牛舎に牛を呼び込む際に飼槽に濃厚飼料だけを配って呼び込む方法は、空っ腹に突然濃厚飼料

を食べることにもなりかねず様々な弊害を起こす危険性があります。そこで、牛舎に呼び込む際には濃

厚飼料ではなく、粗飼料で呼び込む様に牛を慣らす必要があります。粗飼料ではなかなか入らないと思

われるかもしれませんが、実際に実行している農場の例を見れ|よ 粗飼料の品質さえ確かなものであれ

ば 1週間程度で問題なく慣れる様です。

栄養計算だけが飼料給与技術ではあ りません。
一一観察とフィードバックーー

いくら厳密な栄養計算を行なったところで、計算 した通 りに牛が食べて くれなければ何もなりません。

また、結果 として現れる様々な現象を重要な情報 として捕らえ、フィー ドバックしていかなければた

だ数字に振 り回される事にもなりかねません。そこで重要なのは、やはり 「観察…」です。人によって

は 「牛飼いの
｀
うで

″
の良し悪 しは七割方観察力の問題だ」とも言います。それでは、具体的にどんな

点に注意 して観察すれば良いのか考えてみましょう。

主な観察項 目は以下の様なものです。   |

① 食 いつきの状態

② 選び食いをしていないか

③ 反 すうの状態

④ 食 べ残ししていないか

⑤ 人 が牛舎の中に入って行った時の反応



⑥ 糞 尿の状態と回数

⑦ 毛 つや、日、鼻、耳の状態

③ 乳 量

⑨ ボ デイコンディション

⑩ 肢 とつめの状態
…等 。々

これらの現象を把握し、具体的に牛の体の中で何が起きているかを把握して、早日早目に手を打つこ
とが最も重要な技術です。

3.パ ドックの有効利用

パ ドックをうまく利用することで作業の省力化 (牛舎内清掃 ・搾予L作業の軽減 .飼料給与の単純化)、

発情行動を観察しやすい等の利点があります。そして茅L牛にとっても、牛舎内環境が悪い場合ス トレス

からの解放感が得られます。

これらの利点を引き出せる様なパ ドックの利用について考えてみましょう。

(1)バ ドックの考え方

① 全 体のレイアウト

既存牛舎や附帯施設 との位置

堆肥場との位置

放牧地 との位置

風向き………等々

② パ ドックの素材

パ ドックの素材には、

それぞれ長所 ・短所があ

ります。これらのことを

理解 した上で、利用する

ことが大切です。

土 とコンクリー トのパ

ドックを天候に合わせて

使い分ける方法もありま

す。

③ 飼 槽スペースの確保

発情発見の目的で、短時間 (2時 間位)出 すのであれば飼槽は特に必要ありません。ただし、出す

前に牛舎内で十分に食い込ませることが大切です。それ以上の時間出す場合は、十分な飼槽スペース

が必要です。

Eゴ> I賛菫tt貪?ξ務葎ち黎言重窯所F

所長 所短

黒ボク土

火山灰

山 砂

…等

蹄に優 しい

排水良好、乾燥 しやすい

コス トが安い

資材が豊富にある

穴が堀れやすい

糞尿が混ざり、泥沼化しやすい

細めな管理が必要

コンク

リー ト

………等

堀れない、ぬからない

機械作業が楽

保守管理が少ない

乾燥 しずらい

滑りやすい

蹄に優 しくない



飼槽があるパ ドックの利点 と欠′点

点矛lJ 占
小

欠

草 架 台

給与作業が単純

コス トが安い

設置が容易

草架台の形状によってはロールベール し

か給与できない場合もある

全頭が十分採食できない (負け牛が出る)

台数を多 くすると、何 日も同 じものを給

与することになる (食い残す、無駄)

扉を開閉して給与 しなければならない

掃除 しずらい

中央飼槽

・同じ長さで 2倍 の飼槽スペースの確保が

できる

。乳牛がいても飼料給与ができる (図1)

雨や雪で濡れやすい 。口,ル カッターや

ミキサーでの給与

が難かしヽヽ

飼料給与する時は糞尿を踏まなければな

らない (図2)

扉を開閉 して給与 しなければならない

袋小路ができる (図 1)

掃除 しずらい

片側飼槽

給餌が一方向に通 り抜けられるため、機

械作業がしやすい

ロールカッター、ミキサー等の作業機に

よる給与がしやすい

飼槽を トラクターで汚ごすことがない

茅L牛がいても飼料給与ができる

フリース トールヘの移行がしやすい

飼槽の面積が多 く必要になる

堆肥場の方向

ク
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
（飼
槽
）

仄ヽ
や
二
十
Ｚ
ンヽ、で

ざ
黒ポク土
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似
濠
熙
冬

牛

舎

石緯
，
・
・
・
，
ヽ
，イ
‐
，
，
，
．
，

／品

① ク リーンライン (給餌通路)と ダーティーライン (糞尿通

路)を 平行させ、ダーティーラインの延長上に堆月巴場を組み

合わせる。

② 糞 尿通路と水槽をコンクリートにすることで泥沼化を防ぐ。

③ 黒 ボク上部分になだらかな小さな山を作ることによって、

乾燥場所を作る。

④ 緩 衝帯を設置することにより、屋根からの雨や雪の流入を

防ぐ。

⑤ 飼 槽に屋根をつけることにより、通年利用も可能。

一

↑  ～
30m           ～ 45m

トラクターが

通れるスペニス

SSS,コンクリート(滑り止めのため溝を切る)

図 3 片 側飼槽を設置 した黒ポグ土とコンクリー トの併用パ ドック例



④ 水 の給与

新鮮な水がいつでも好きなだけ飲めることが大切です。構造としては、飲み口が広く、浅 く、掃除が

しやすいことが理想です。新鮮な水を不断給与するためには、定期的な点検と掃除が大切です。特に、

中が見え難く、掃除し難い水槽では、中に飼料が溜って汚れていることがありますので注意することが

必要です。

⑤ 糞 尿処理

糞尿が多く溜る場所は、飼槽と水槽の周辺です。効率的な糞尿処理をするためには、クリーンライン

(飼槽側通路)と ダーティーライン (除糞通路)を 完全に区分し、一方向で行えるようにすることが重

要です (図3)。

草架台の場合

・除糞作業がし難い

。草架台に沿って丸く糞が溜まる

。草架台を避けて除糞しなければならない

片側飼槽の場合

・クリーンラインとダーティーラインが完

全に区分され、一方で除糞ができる

中央飼槽の場合

・除糞作業が し難い

。袋小路ができてしまう


